
(57)【要約】

【課題】開口部に天井や床からの出っ張りとなる構造部

材を設けることなく必要強度が得られるようにして開放

的な居住空間を得る。

【解決手段】建築物の開口部における梁１の幅は、柱２

の幅よりも大きくしてスラブ方向に延びており、梁１が

バルコニー５の床面を構成している。梁成は、居室の天

井面と床面の距離とほぼ等しくしてあり、居室内からは

開口部４に向って突出物がなく、大きな開口が形成され

、開放感のある居室が得られる。また、バルコニー５に

は、硝子手摺や縦子手摺を採用することができるので、

居室内からの視界が開けており、開放的な居室とするこ

とができると共に、バルコニー５の奥行きを深いものと

することができる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
柱 と 梁 か ら な る 構 造 の 建 築 物 に お い て 、 開 口 部 の 梁 の 幅 が 柱 の 幅 よ り 大 き く 、 開 口 部 の 梁
に 交 差 す る 梁 の 幅 が 柱 の 幅 以 下 で あ る 建 築 物 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に お い て 、 梁 を バ ル コ ニ ー の 床 面 と し た 建 築 物 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ に お い て 、 １ 階 お き に 開 口 部 の 梁 の 梁 成 を 上 下 階 の 開 口 部 の 梁 の 梁 成 よ り 小 さ な
も の と し た 建 築 物 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 、 ま た は 、 鉄 骨 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 並 び に 鉄 骨 造
の 建 築 物 に お い て 、 開 口 部 に 突 出 す る 部 材 を 設 け る こ と な く 、 採 光 、 換 気 に 優 れ 、 居 住 者
に 開 放 感 を 与 え る よ う に し た 建 築 物 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 や 鉄 骨 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 、 並 び に 鉄 骨 造 の 建 築 物 は 柱
と 梁 と か ら な る ラ ー メ ン 構 造 が 一 般 的 で あ る が 、 必 要 強 度 を 得 る た め に 梁 成 が 比 較 的 に 大
き く し て あ り 、 梁 が 室 内 側 に 突 出 し 、 開 口 の 高 さ が 制 限 さ れ て 開 口 部 を 大 き く 取 る こ と が
で き ず 、 開 放 感 に 欠 け る と 共 に 採 光 、 換 気 が 十 分 で な い と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 問 題 を 解 決 す る た め 、 図 ４ に 示 す 逆 梁 構 造 や フ ラ ッ ト ス ラ ブ 構 造 が 提 案 さ れ
て い る 。 逆 梁 工 法 は 、 ハ イ サ ッ シ を 採 用 す る こ と が で き 、 採 光 面 を 大 き く 取 る こ と が で き
る が 、 梁 が バ ル コ ニ ー の 外 側 に 配 置 さ れ る 場 合 は 、 バ ル コ ニ ー の 外 柵 と し て 利 用 さ れ る た
め 、 外 柵 が 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト の フ ェ ン ス と な っ て 視 界 を 遮 り 、 そ れ に 構 造 部 材 で あ る た め
厚 さ が あ り 、 バ ル コ ニ ー の 奥 行 き を 狭 く し て い る 。
　 フ ラ ッ ト ス ラ ブ は 、 水 平 力 を も 負 担 す る 梁 兼 用 の も の で あ り 、 床 全 面 が か な り 厚 い も の
と な ら ざ る を 得 ず 、 コ ス ト が か か る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 居 住 空 間 に 突 出 す る 部 材 を 設 け ず に 美 観 を 高 め 、 間 取 り の 自 由 度 を 高 め た も の と し て 特
許 文 献 １ （ 特 公 平 ４ － ２ ８ ０ ６ ４ 号 公 報 ） に は 、 ラ ー メ ン 構 造 の コ ア と そ れ を 囲 む シ ョ ー
ト ス パ ン の ラ ー メ ン 構 造 に よ っ て 柱 の な い フ ラ ッ ト な 空 間 を 得 た り 、 ま た 、 特 許 文 献 ２ （
特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ２ １ ９ ２ ４ 号 公 報 ） に は 、 集 合 住 宅 建 物 と し て 、 建 物 中 心 部 に 耐 震 壁 か
ら な る 高 剛 性 の コ ア 補 強 構 造 体 を 設 け 、 補 強 構 造 体 の 周 囲 に 跳 ね 出 し ス ラ ブ を 設 け 、 ス ラ
ブ を 支 持 さ せ る も の が 提 案 さ れ て い る が 、 い ず れ に し て も 、 建 物 外 周 部 に は ス ラ ブ を 受 け
る 梁 を 必 要 と す る の で 、 大 き な 開 口 を 得 る こ と が で き な か っ た 。 （ 図 ５ 参 照 ）
【 特 許 文 献 １ 】 特 公 平 ４ － ２ ８ ０ ６ ４ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ２ １ ９ ２ ４ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 発 明 の 目 的 は 、 開 口 部 に 天 井 や 床 か ら の 出 っ 張 り と な る 大 き な 断 面 の 構 造 部 材 を 設
け る こ と な く 構 造 物 と し て の 必 要 強 度 が 得 ら れ る よ う に す る と 共 に 、 圧 迫 感 が な く 、 開 放
的 な 居 住 空 間 を 構 築 で き る よ う に す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 柱 と 梁 か ら な る 構 造 の 建 築 物 に お い て 、 開 口 部 の 梁 の 幅 を 柱 の 幅 よ り 大 き く す る と 共 に
、 開 口 部 の 梁 に 交 差 す る 梁 の 幅 を 柱 の 幅 以 下 と す る こ と に よ り 、 階 高 を 高 く す る こ と 無 く
開 口 部 の 大 き な 開 放 的 な 居 室 が 得 ら れ る よ う に し た も の で あ る 。
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　 ま た 、 こ の 梁 を バ ル コ ニ ー の 床 面 と す る こ と に よ り 、 硝 子 手 摺 等 を 採 用 で き る よ う に し
、 更 に 開 放 感 を 与 え る も の と し た も の で あ る 。
　 更 に 、 構 造 物 の 強 度 を 複 数 階 で 負 担 す る も の と し 、 １ 階 お き に そ の 階 の 梁 成 を 上 下 階 の
梁 成 よ り 小 さ な も の と し 、 居 住 空 間 に お い て は 必 要 な 天 井 高 を 確 保 し つ つ 建 築 物 の 全 高 を
抑 え 、 コ ス ト の 低 減 を 図 っ た も の で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 実 施 例 に 基 づ い て 本 発 明 を 説 明 す る 。
実 施 例 １
　 図 １ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の 建 築 物 は 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 ま た は 鉄 骨 鉄 筋 コ ン ク リ
ー ト 構 造 で あ り 、 バ ル コ ニ ー ５ を 設 け た タ イ プ で あ る 。 こ の 実 施 例 は 、 １ ５ 階 建 て 程 度 ま
で を 想 定 し た も の で あ る が 、 そ れ を 超 え る 階 数 の 建 築 物 に も 適 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 柱 ２ は 、 断 面 が １ ０ ０ ０ （ ｂ ） × １ ０ ０ ０ （ ｍ ｍ ） で あ り 、 ス パ ン が ６ ～ ８ ｍ で あ る 。
開 口 部 ４ の 梁 １ は 、 断 面 が １ ４ ０ ０ （ Ｂ ） × ６ ０ ０ （ ｍ ｍ ） で あ り 、 幅 が 柱 の 幅 よ り 大 き
く し て 居 室 側 に 延 び て お り 、 バ ル コ ニ ー ５ の 床 面 を 構 成 す る よ う に し て あ る 。 ま た 、 梁 成
を 天 井 面 と 床 面 の 間 に 納 ま る よ う に し て あ る の で 、 居 室 内 か ら は 開 口 部 ４ に 向 っ て 突 出 物
が な く 、 従 来 に 比 較 し て 大 き な 開 口 が 得 ら れ 、 開 放 感 の あ る 居 室 と す る こ と が で き る 。
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 開 口 部 ４ の 梁 に 交 差 す る 梁 １ １ は 、 ６ ０ ０ × ９ ０ ０ （ ｍ ｍ ） で あ り
、 ス ラ ブ ３ の 厚 さ は 通 常 の 居 住 用 建 築 物 と 変 わ ら ず 、 ２ ０ ０ ～ ２ ５ ０ （ ｍ ｍ ） で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 開 口 部 ４ の 外 側 に 設 け た バ ル コ ニ ー ５ の 床 面 は 、 梁 １ に よ っ て 構 成 さ れ て お り 、 梁 １ の
上 面 に は 雨 水 等 を 排 水 す る た め 内 側 に 向 う 傾 斜 面 が 形 成 し て あ る 。 傾 斜 の 終 端 に は 排 水 溝
５ １ が 設 け て あ る 。
　 本 発 明 に よ れ ば 、 逆 梁 を 採 用 し た 場 合 と 同 様 に 高 さ ２ ４ ０ ０ ｍ ｍ 程 度 の ハ イ サ ッ シ を 開
口 部 ４ に 設 置 す る こ と が で き る 。 ま た 、 逆 梁 を バ ル コ ニ ー 部 に 設 け た 場 合 は 、 梁 が 視 界 を
遮 る こ と と な る が 、 本 発 明 で は 、 順 梁 と し た 場 合 と 同 様 に 、 硝 子 手 摺 や 縦 子 手 摺 を 採 用 す
る こ と が で き る の で 視 界 を 遮 る も の が な く 開 け て お り 、 開 放 的 な 居 室 と す る こ と が で き る
と 共 に 、 バ ル コ ニ ー の 奥 行 き を 深 い も の と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
実 施 例 ２
　 図 ３ に 示 す 例 は 、 バ ル コ ニ ー を 設 け な い 場 合 で あ り 、 基 本 的 構 造 は 、 実 施 例 １ の バ ル コ
ニ ー を 設 け た 場 合 と 同 様 で あ る 。
　 柱 ２ は 、 断 面 が １ ０ ０ ０ × １ ０ ０ ０ （ ｍ ｍ ） で あ り 、 梁 １ の 基 本 断 面 は １ ４ ０ ０ × ６ ０
０ （ ｍ ｍ ） で あ る が 、 １ 階 お き に 梁 成 を １ ０ ０ ｍ ｍ 程 度 小 さ く し た 梁 １ ０ を 設 け る こ と に
よ り 、 建 築 高 が 高 く な る の を 抑 え て コ ス ト の 低 減 を 図 る も の で あ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 ま た は 鉄 骨 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 並 び に 鉄 骨 造 の 建 築 物 の 開 口 部
に お い て 、 梁 幅 を 柱 の 幅 よ り 大 き く す る こ と に よ っ て 梁 成 を 抑 制 し 、 開 口 部 に 突 出 す る 部
材 を 設 け る こ と な く 構 造 物 と し て の 必 要 強 度 が 得 ら れ る よ う に し 、 大 き な 開 口 を 設 定 で き
る よ う に し た も の で あ り 、 間 取 り の 自 由 度 が 増 加 す る と 共 に 居 住 者 に は 開 放 感 を 与 え る 建
築 物 と す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ の 構 造 躯 体 の 側 面 断 面 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ の 構 造 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 例 ２ の 構 造 躯 体 の 側 面 断 面 図 。
【 図 ４ 】 従 来 の 逆 梁 構 造 の 透 視 図 。
【 図 ５ 】 コ ア 構 造 体 を 有 す る 従 来 技 術 の 構 造 躯 体 の 平 面 及 び 断 面 図 。
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【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ３ 】
１ 　 梁
２ 　 柱
３ 　 ス ラ ブ
４ 　 開 口 部
５ 　 バ ル コ ニ ー

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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